
詳しい内容は
二次元コードの
リンク先から！

・ 日本口腔診断学会編集による口腔診断学および臨床推論の新しい教科書

・ 日常臨床から口腔外科領域まで，口腔・顎顔面領域における症候・病態から
疾患を見つけ出し，病態生理学的に発症原因を推論する，臨床推論の能力を
養います

・ 第 1章：診断学（臨床推論）総論，第2章：診断学各論 /症例による臨床推論，
第3章：診断に必要な各種検査の3部構成となっています．

新口腔診断学・
臨床推論
日本口腔診断学会　編集
伊藤孝訓・野村武史・里村一人　編集主幹

■Ｂ5判／216頁／カラー　
■ 定価11,000円 （本体 10,000円＋税10％）
■ ISBN978-4-263-45712-2　
■ 注文コード：457120

診断と臨床推論
を身につける口腔・顎顔面領

域における

新しい教科書が刊
行！

第 1 章 診断学（臨床推論）総論
 1． 診断学とは
 2． 診断のための医療面接
 3． 診療録の記載

第 2 章 診断学各論/症例による
   臨床推論
 1． 臨床推論を学ぶにあたって
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 5． 口腔顔面の痛み
 6． 咀嚼時の痛み
 7． 歯肉の痛みと腫脹
 8． 顔面の腫脹
 9． 歯肉の腫脹
 10． 舌の白斑
 11． 開口障害
 12． 噛みにくい

第 3 章 診断に必要な各種検査
 1． 診断に必要な検査の役割
 2． 歯・歯髄疾患の検査
 3． 歯周疾患の検査
 4． 補綴治療の検査
 5． 画像検査
 6． 病理検査
 7． その他の検査
  （口腔外科学・口腔内科学分野）
 8． 口腔領域の主な診察・検査項目
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第1章　診断学（臨床推論）総論
1．診断学とは
	 1.	 臨床推論
	 2.	 二重過程理論
	 3.	 臨床推論で用いられる思考様式
	 4.	 �仮説演繹法による臨床推論の進め方
	 5.	 診断エラー
2．診断のための医療面接
　	 1.	 �医療面接の役割
　	 2.	 �外来診療における診断を目的とした

医療面接
　	 3.	 �医療面接に役立つ概念
3．診療録の記載
　	 1.	 �診療録記載の根拠
　	 2.	 �POSの理念
　	 3.	 �問題志向型診療録の書き方
　	 4.	 �POMRのプロセス

第2章　�診断学各論/症例による� �
臨床推論

1．臨床推論を学ぶにあたって
　  ■ 医療面接
　	 1.	 �症例
　	 2.	 �情報整理と診療記録作成
　	 3.	 �病態把握に役立つ情報� 	

【問題の明確化】
　	 4.	 �医療面接時の臨床推論（診断推論）

プロセス【仮説形成】
　  ■ 診察・検査
　	 1.	 �口腔内・外所見
　	 2.	 �鑑別診断・重症度診断に必要な検査
　	 3.	 �診療記録作成
　	 4.	 �病態把握に役立つ情報� 	

【問題の明確化】

　	 5.	 �診察・検査時の臨床推論（診断推
論）プロセス【妥当性の検証】

　  ■ 鑑別診断の対象となる疾患
　  ■ 確定診断
　  ■ 治療計画
　  ■ 想定される副作用と予後
　  ■ 患者への説明と診療録への記録
	 2.	 歯の痛み
	 3.	 歯肉の痛み
	 4.	 舌の痛み
	 5.	 口腔顔面の痛み
	 6.	 咀嚼時の痛み
	 7.	 歯肉の痛みと腫脹
	 8.	 顔面の腫脹
	 9.	 歯肉の腫脹
	10.	 舌の白斑
	11.	 開口障害
	12.	 噛みにくい

第3章　診断に必要な各種検査
1．診断に必要な検査の役割
2．歯・歯髄疾患の検査
　	 1.	 �視診
　	 2.	 �温度診
　	 3.	 �打診
　	 4.	 �透照診
　	 5.	 �歯髄電気診
3．歯周疾患の検査
　	 1.	 �プロービングによる検査
　	 2.	 �口腔衛生（清掃）状態の検査
　	 3.	 �プラークリテンションファクターの検査
　	 4.	 �歯の動揺度の検査
　	 5.	 �咬合の検査
　	 6.	 �エックス線検査

　	 7.	 �口腔内写真による検査
4．補綴治療の検査
　	 1.	 �義歯適合検査
　	 2.	 �咬合接触検査
　	 3.	 �咀嚼能力検査
　	 4.	 �研究用模型による検査
　	 5.	 �光学印象法によるデジタル検査
5．画像検査
　	 1.	 �口内法エックス線撮影
　	 2.	 �パノラマエックス線撮影
　	 3.	 �頭部単純エックス線撮影
　	 4.	 �顎関節の単純エックス線撮影
　	 5.	 �CT
　	 6.	 �歯科用コーンビームCT
　	 7.	 �MRI
　	 8.	 �核医学検査
　	 9.	 �頭部エックス線規格撮影
　	10.	 �超音波検査
6．病理検査
　	 1.	 �穿刺吸引細胞診
　	 2.	 �細胞診
　	 3.	 �病理組織診
7．�その他の検査�  

（口腔外科学・口腔内科学分野）
　	 1.	 �血液検査
　	 2.	 �微生物検査
　	 3.	 �唾液分泌能検査
　	 4.	 �味覚検査
　	 5.	 �アレルギー検査
　	 6.	 �心理テスト
　	 7.	 �精密触覚機能検査
　	 8.	 �咀嚼筋圧痛検査
8．口腔領域の主な診察・検査項目

　　　　 日本における口腔診断学の歴史
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